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“始動”
平成３１年４月７日、おざわ良央にとっては二期
目の選挙。小田原市選挙区は定数２。一期目
の前回は無投票当選であったが、今回は３名出
馬の激戦となった。
おざわ候補の必死の奮闘はもとより、陣営の総
力を挙げての戦いで、厳しい難しい二期目を制
した。
開票日、多勢の支持者が見守る中で、夜１０時
半過ぎ、ＮＨＫ-ＴＶが最初の “当確”を報じた。
県内全選挙区の中でたった数名のみ。おざわ
良央の二期目当選の瞬間である。
勝利に湧く支持者の皆さんの前で、おざわ良央
の心からの感謝の言葉と二期目への決意が力
強く述べられた。「必勝祈願だるま」への眼入
れと万歳三唱で、選挙事務所の中は、一挙に
大きな喜びに包まれた。
開票結果は、小田原市県議選史上最低の投票
率 ��.��％ではあったが、絶対得票率 ��.��％
とほぼ半数の皆様の支持がおざわ候補に集ま
るという圧倒的な ��,��� 票を獲得。おざわ県
議の一期四年の実績への評価と二期目への期
待の大きさがうかがわれる好結果となった。

四年の実績を
二期目へ繋げる！！
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納涼の夕べ
と　き 令和元年 � 月�� 日（金）午後 � 時より
ところ お堀端コンベンションホール
会　費 �,��� 円（お一人様）
★当選後、初の交流会です。お誘い合わせてお出かけ下さい。
★ご不明な点は、おざわ事務所にお問い合わせ下さい。
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四年前、皆様の熱いご支援をいただき、新
人県議、おざわ良央が誕生しました。横浜の
神奈川県議会と愛する小田原を連日往復し、
議会で汗をかき、地域の皆様のお声をお聞き
する充実した毎日でした。そんな中で育んだ想
いが、「小田原いちばん！」小田原を神奈川
でいちばん良いまちにしたい、ということです。
おざわ良央の願いをこめた精一杯の県議会一
般質問や常任委員会、特別委員会等での一
期目四年間の活動の一端をご紹介します。
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まちづくり�
くらしやすい豊かな
地域社会をめざします。
❶県西地域の2市 8町の広域連携について
　人口減少、少子高齢化が進んでいます。
❷小田原と伊豆、静岡を結ぶ高規格道路構想について
　単なる渋滞対策でなく、富士山噴火や万一の災害に備えて。
❸市内都市計画道路の早期整備について
　東京オリンピック後の予算獲得に全力投球です。
❹“未病の里、ビオトピア”を核とした県西地域の活性化
　未病の里から、城、温泉、自然、グルメ…、
　新しい交流を。
❺市町村の持続可能な行政サービスの提供を支援
　県の役割がますます大きくなります。
❻県税収確保と歳出抑制について
　県財政の健全化が急務です。

防災�
万一の災害での想定外を無くすために、
今までの対応基準を
見直さなくてはなりません。
❶相模湾沿岸部の津波対策・
　国道 135 号線（真鶴道路）の
　高波被害対策について
　地震や台風のたびの不安を無くしたい。
❷酒匂川の堆積土砂対策・ダム放流情報の
　市町村との連繋
　流域住民の皆さんの大きな心配事です。
❸山王川・久野川等の中小河川整備の促進について
　狩川、森戸川、中村川…、
　中小河川とは言えあなどれません。
❹箱根山の火山活動について
　活火山ですから心配は絶えません。
❺災害時の避難所運営体制の強化
　トイレや食料の確保、
　ボランティアの受入れと、
　課題山積です。

環境�
生命や生活、そして地球環境を守る
“持続可能な循環型社会づくり “は
私達みんなの使命です。
❶再生可能エネルギーの導入拡大について
　小水力発電、ソーラーシェアリング、
　電気自動車の普及等やることは一杯あります。
❷エネルギーの地産地消と地域電力供給システムの整備について
　万一のとき、地域を守るためにも必要です。
❸地球温暖化対策、微少粒子状物質（ＰＭ2.5）対策、
　大気監視や発生源の低減について
❹国連が掲げる持続可能な
　開発目標ＳＤＧｓの推進と市町村連携
　県が旗振りするだけでなく
　全市町村が足並みをそろえなければ。

教育�
未来を担う子供たちの
幸せな明日を創ります。
❶全国学力・学習状況調査結果を活用し、
　本県の小・中学生の基礎的学力の
　定着度を高めることについて
　全県的なレベルアップが必要です。
❷県立高校改革の推進と地域の特色ある学校づくり
　高校の統廃合と地元に根づいた高校づくりは
　地域の意向が大切です。
❸県立高校耐震化率全国ワースト1の早急な解消を
　特別な改修予算をかけ進めています。
❹先進的な教育の推進と英語教育やインクルーシブ教育の拡充
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県立高校の耐震化工事



施策や事業実施に繋がったもの、動き始め
て手ごたえを感じていること等 も々あります
が、まだまだ不充分です。言い足りません。
どこまで皆様のご評価をいただけるか不安
ですが、これからも、小田原のために、県西
地域のために、おざわ良央は初心を忘れず
活動し、主張し続けます。そして必ずや成
果をあげます。ご期待下さい。
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福祉�
高齢者の生きがいと健康づくり。
障がい児者の安心を高めます。
❶施設の拡充と介護人材の確保・定着について
　高齢者や障がい者が安心できる体制づくりは急務です。
❷介護家族への支援体制の強化を
　介護離職ゼロを目指します。
❸障がい児を地域で育てる取り組みの強化について
　地域のあたたかなまなざしが常に必要です。
④ヘルスケア・ニューフロンティアの推進について
　超高齢社会を誰もが健康で長生きできる社会づくり。

女性の活躍と子育て�
女性がいきいきと活躍し、
くらしやすい社会をつくります。
❶“女性の幸福度Ｎｏ1” を目指して
　働く女性、専業主婦、子育て中のお母さん…と
　それぞれ違いますが。
❷女性の就業支援について
❸県西地域の保育施設の充実と
　保育士確保に向けた支援について
❹小児がん、慢性じん炎等の特定疾患による
　長期療養児童や保護者支援について

産業・観光�
人が交流する、豊かな地域の創造が
まちの元気の基本です。
❶県西地域に特化した
　誘導策で企業誘致を
　定住人口増のための基本です。
❷中小企業、個人商店の振興と
　農林水産業の持続的発展について
　買い物難民は困ります。後継者難も心配です。
❸鳥獣被害対策のシカ、サルからイノシシ管理計画の強化へ
　農林業への被害は深刻です。
❹新幹線ひかり号の小田原駅増停車について
　難しい状況ですが、リニア開通前の県と
　地元との一層の協働が必要です。
❺多様な資源を活用した観光振興と、
　おもてなし人材の確保と育成
　外国人が何度でも訪れたくなる観光地づくりを。

〈投票率 ��.��%〉

当  おざわ良央 ��,��� 票
当  佐々木ナオミ ��,��� 票
落  大村　学 ��,��� 票
無効票 �,��� 票
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支援の輪を拡げて


